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背景

• 本邦では、40歳以上の男性の3人に1人が勃起不
全Erectile Dysfunction(ED)患者と推定されている

が、その治療法は対症療法のみで、根本的な治
療法は確立されていない。(Urology 2003;61:201-206 )

• ２型糖尿病を有するED患者７例において、臍帯血
幹細胞の陰茎海綿体移植にて勃起機能の改善を
得た、との中間結果が報告されている。

(Exp Clin Transplant 2010;8:150-160 )



目的

乳歯歯髄幹細胞を培養した際に生成され
る上清液 conditioned media of human 
exfoliated deciduous dental pulp stem cells 
(SHED-CM)によるED治療の可能性を検討

した。



方法

• 2016年4月から2020年10月までの4年6ヶ月間に、
当クリニックを受診したED患者38症例に対して、
陰茎海綿体に直接、SHED-CMを注射投与した。

• 本治療施行中に、EDに対するphosphodiesterase 
type 5 inhibitorや、late onset hypogonadism（加齢

性腺機能低下症）に対するテストステロン補充療
法は併用しなかった。



SHED-CMの調整

1. 脱落乳歯より歯髄由来細胞を
1 x 107培養。

2. 血清含有培養液を除去し、無
血清培養液に置換。

3. ４８時間後、培養上清を回収し、
細胞成分をフィルター除去し、
顕微鏡下に細胞除去を確認。

4. エンドトキシン試験および培養

検査を施行。



方法

• 効果判定には、EDの
スクリーニングや治
療の効果判定に使わ
れる国際勃起機能ス
コアInternational 
Index of Erectile 
Function（IIEF5）問診
票を使用した。



症例（年齢）

平均56歳 (31-79)



症例（治療前 IIEF5）

平均13.1 (5-20)



症例（既往・併存症）

２型糖尿病：７例

高血圧：７例

持続勃起症に対してシャント術（６ヶ月前）：１例



結果

3回投与後までに、平均6.2 
(2-13) ポイントのIIEF5スコア
の改善



IIEF5の有意な改善

P<0.0001 (Wilcoxon signed-rank test)
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年齢群別のIIEF5

P<0.01 (Wilcoxon signed-rank test)

*
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P=0.12

Age ≥ 60

P<0.0001 (Wilcoxon signed-rank test)

* * *
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Age < 60



「EDなし」治療効果の治療前予測因子



まとめ

• 38症例のED患者に対して、SHED-CMの陰茎海綿体
注射投与による治療効果を検討した。

• 合計3回のSHED-CM投与により、IIEF5は有意に改
善し、18症例(47.4%)において、 「EDなし」の治療効果
を得た。

• IIEF5の改善は年齢層によらず認められた。

• 「EDなし」の治療効果が得られる治療前予測因子と
しては、年齢、IIEF5スコアおよび有既往歴が有意な
因子であった。



結語

• 本研究成果から、 SHED-CM治療により、EDの
70％の成因である血管障害を改善することによ
るEDの根本的な治療法の可能性が示唆される。


